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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年4月25日(2013.4.25)

【公開番号】特開2012-136547(P2012-136547A)
【公開日】平成24年7月19日(2012.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-028
【出願番号】特願2012-46332(P2012-46332)
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月6日(2013.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞壁画分、細胞壁画分抽出物、膜画分、膜画分抽出物、細胞質画分、細胞質画分抽出
物、細胞汁液（cell juice serum）、およびこれらの組み合わせからなる群より選択され
る、ツバキ科植物に由来する単離された生理活性画分を含む生理活性組成物。
【請求項２】
　生理活性画分が細胞壁画分である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項３】
　生理活性画分が細胞壁画分抽出物である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項４】
　細胞壁画分抽出物が約2.1～約4.5ミリグラム/乾物グラムの総カテキン含量を有する、
請求項3記載の生理活性組成物。
【請求項５】
　細胞壁画分抽出物が以下を含むカテキン含量プロファイルを有する、請求項3記載の生
理活性組成物：
　約2.0～約3.0ミリグラムの(+)-カテキン/細胞壁画分抽出物の乾物グラム、



(2) JP 2012-136547 A5 2013.4.25

　約0.005～約0.02ミリグラムの(-)-エピカテキン/細胞壁画分抽出物の乾物グラム、
　約0.005～約0.02ミリグラムの(-)-没食子酸エピガロカテキン/細胞壁画分抽出物の乾物
グラム、および
　約0.003～約0.01ミリグラムの(-)-没食子酸エピカテキン/細胞壁画分抽出物の乾物グラ
ム。
【請求項６】
　生理活性画分が膜画分である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項７】
　生理活性画分が膜画分抽出物である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項８】
　膜画分抽出物が約15.0～約30.5ミリグラム/乾物グラムの総カテキン含量を有する、請
求項7記載の生理活性組成物。
【請求項９】
　膜画分抽出物が以下を含むカテキン含量プロファイルを有する、請求項7記載の生理活
性組成物：
　約1.7～約3.3ミリグラムの(-)-エピガロカテキン/膜画分抽出物の乾物グラム、
　約6.1～約10.2ミリグラムの(+)-カテキン/膜画分抽出物の乾物グラム、
　約0.3～約1.1ミリグラムの(-)-エピカテキン/膜画分抽出物の乾物グラム、
　約6.2～約12.5ミリグラムの(-)-没食子酸エピガロカテキン/膜画分抽出物の乾物グラム
、
　約0.007～約0.03ミリグラムの(-)-没食子酸ガロカテキン/膜画分抽出物の乾物グラム、
および
　約1.3～約3.3ミリグラムの(-)-没食子酸エピカテキン/膜画分抽出物の乾物グラム。
【請求項１０】
　生理活性画分が細胞質画分である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項１１】
　生理活性画分が細胞質画分抽出物である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項１２】
　生理活性画分が細胞汁液である、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項１３】
　細胞汁液が約8.0～約20.0ミリグラム/乾物グラムの総カテキン含量を有する、請求項12
記載の生理活性組成物。
【請求項１４】
　細胞汁液が以下を含むカテキン含量プロファイルを有する、請求項12記載の生理活性組
成物：
　約2.1～約4.4ミリグラムの(-)-エピガロカテキン/細胞汁液の乾物グラム、
　約4.2～約8.6ミリグラムの(+)-カテキン/細胞汁液の乾物グラム、
　約0.2～約2.0ミリグラムの(-)-エピカテキン/細胞汁液の乾物グラム、
　約1.2～約3.2ミリグラムの(-)-没食子酸エピガロカテキン/細胞汁液の乾物グラム、
　約0.01～約0.1ミリグラムの(-)-没食子酸ガロカテキン/細胞汁液の乾物グラム、および
　約0.2～約1.3ミリグラムの(-)-没食子酸エピカテキン/細胞汁液の乾物グラム。
【請求項１５】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項1記載の生理活性組
成物。
【請求項１６】
　ツバキ属植物が、カメリア・シネンシス（Camellia sinensis）、カメリア・ジャポニ
カ（Camellia japonica）、カメリア・レティキュラータ（Camellia reticulate）、およ
びカメリア・サザンカ（Camellia sasanqua）からなる群より選択される、請求項15記載
の生理活性組成物。
【請求項１７】
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　ヒサカキ属植物がエウリア・サンドウィチエンシス（Eurya sandwicensis）である、請
求項15記載の生理活性組成物。
【請求項１８】
　安定化剤をさらに含む、請求項1記載の生理活性組成物。
【請求項１９】
　安定化剤が、乳化剤、保存剤、抗酸化剤、ポリマー基質、およびこれらの混合物からな
る群より選択される、請求項18記載の生理活性組成物。
【請求項２０】
　以下を含む、哺乳動物への局所適用に適した生理活性局所製剤：
　請求項1記載の生理活性組成物の局所的有効量および
　局所的に許容される担体。
【請求項２１】
　局所的に許容される担体が、親水性クリーム基材、親水性ローション基材、親水性界面
活性剤基材、親水性ゲル基材、親水性溶液基材、疎水性クリーム基材、疎水性ローション
基材、疎水性界面活性剤基材、疎水性ゲル基材、および疎水性溶液基材からなる群より選
択される、請求項20記載の生理活性局所製剤。
【請求項２２】
　生理活性組成物が生理活性局所製剤の総重量の約0.001パーセント～約90パーセントの
量で存在する、請求項20記載の生理活性局所製剤。
【請求項２３】
　以下の段階を含む、哺乳動物の皮膚組織の炎症活性を抑制する方法：
　請求項1記載の生理活性組成物を提供する段階および
　生理活性組成物を皮膚組織に、皮膚組織の炎症活性を抑制するのに有効な量塗布する段
階。
【請求項２４】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項23記載の方法。
【請求項２５】
　生理活性組成物が安定化剤をさらに含む、請求項23記載の方法。
【請求項２６】
　安定化剤が、乳化剤、保存剤、抗酸化剤、ポリマー基質、およびこれらの混合物からな
る群より選択される、請求項25記載の方法。
【請求項２７】
　生理活性組成物が局所的に許容される担体をさらに含む、請求項23記載の方法。
【請求項２８】
　局所的に許容される担体が、親水性クリーム基材、親水性ローション基材、親水性界面
活性剤基材、親水性ゲル基材、親水性溶液基材、疎水性クリーム基材、疎水性ローション
基材、疎水性界面活性剤基材、疎水性ゲル基材、および疎水性溶液基材からなる群より選
択される、請求項27記載の方法。
【請求項２９】
　以下の段階を含む、紫外線誘発性損傷から哺乳動物の皮膚組織を保護する方法：
　請求項1記載の生理活性組成物を提供する段階および
　生理活性組成物を皮膚組織に、皮膚組織の紫外線誘発性損傷を低減するのに、および皮
膚組織の酸化的損傷を防ぐのに有効な量塗布する段階。
【請求項３０】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項29記載の方法。
【請求項３１】
　生理活性組成物が安定化剤をさらに含む、請求項29記載の方法。
【請求項３２】
　安定化剤が、乳化剤、保存剤、抗酸化剤、ポリマー基質、およびこれらの混合物からな
る群より選択される、請求項31記載の方法。



(4) JP 2012-136547 A5 2013.4.25

【請求項３３】
　生理活性組成物が局所的に許容される担体をさらに含む、請求項29記載の方法。
【請求項３４】
　局所的に許容される担体が、親水性クリーム基材、親水性ローション基材、親水性界面
活性剤基材、親水性ゲル基材、親水性溶液基材、疎水性クリーム基材、疎水性ローション
基材、疎水性界面活性剤基材、疎水性ゲル基材、および疎水性溶液基材からなる群より選
択される、請求項33記載の方法。
【請求項３５】
　紫外線誘発性損傷が約320～約400ナノメートルの紫外線によって起こる、請求項29記載
の方法。
【請求項３６】
　以下の段階を含む、哺乳動物の皮膚組織における皮膚疾患を正常化する方法
　請求項1記載の生理活性組成物を提供する段階および
　生理活性組成物を皮膚組織に、皮膚組織の細胞障害を正常化するのに有効な量塗布する
段階。
【請求項３７】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項36記載の方法。
【請求項３８】
　生理活性組成物が安定化剤をさらに含む、請求項36記載の方法。
【請求項３９】
　安定化剤が、乳化剤、保存剤、抗酸化剤、ポリマー基質、およびこれらの混合物からな
る群より選択される、請求項38記載の方法。
【請求項４０】
　生理活性組成物が局所的に許容される担体をさらに含む、請求項36記載の方法。
【請求項４１】
　局所的に許容される担体が、親水性クリーム基材、親水性ローション基材、親水性界面
活性剤基材、親水性ゲル基材、親水性溶液基材、疎水性クリーム基材、疎水性ローション
基材、疎水性界面活性剤基材、疎水性ゲル基材、および疎水性溶液基材からなる群より選
択される、請求項40記載の方法。
【請求項４２】
　以下の段階を含む、ツバキ科植物の細胞汁（cell juice）に由来する生理活性画分を単
離する方法：
　ツバキ科植物を提供する段階；
　ツバキ科植物を細胞汁と細胞壁成分に分離する段階；
　膜画分、膜画分抽出物、細胞質画分、細胞質画分抽出物、および細胞汁液からなる群よ
り選択される生理活性画分を得るのに効果的な条件下で細胞汁を処理する段階；および
　処理した細胞汁から該生理活性画分を単離する段階。
【請求項４３】
　生理活性画分が膜画分である、請求項42記載の方法。
【請求項４４】
　生理活性画分が膜画分抽出物である、請求項42記載の方法。
【請求項４５】
　生理活性画分が細胞質画分である、請求項42記載の方法。
【請求項４６】
　生理活性画分が細胞質画分抽出物である、請求項42記載の方法。
【請求項４７】
　生理活性画分が細胞汁液である、請求項42記載の方法。
【請求項４８】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項42記載の方法。
【請求項４９】
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　ツバキ属植物が、カメリア・シネンシス、カメリア・ジャポニカ、カメリア・レティキ
ュラータ、およびカメリア・サザンカからなる群より選択される、請求項48記載の方法。
【請求項５０】
　ヒサカキ属植物がエウリア・サンドウィチエンシスである、請求項48記載の方法。
【請求項５１】
　請求項42記載の方法に従って生成される単離された生理活性組成物。
【請求項５２】
　以下の段階を含む、ツバキ科植物の細胞壁成分に由来する生理活性画分を単離する方法
：
　ツバキ科植物を提供する段階；
　ツバキ科植物を細胞汁と細胞壁成分に分離する段階；
　生理活性画分を得るのに効果的な条件下で、細胞壁成分を処理する段階；および
　処理した細胞壁成分から生理活性画分を単離する段階。
【請求項５３】
　生理活性画分が細胞壁画分である、請求項52記載の方法。
【請求項５４】
　生理活性画分が細胞壁画分抽出物である、請求項52記載の方法。
【請求項５５】
　ツバキ科植物がツバキ属植物またはヒサカキ属植物である、請求項52記載の方法。
【請求項５６】
　ツバキ属植物が、カメリア・シネンシス、カメリア・ジャポニカ、カメリア・レティキ
ュラータ、およびカメリア・サザンカからなる群より選択される、請求項55記載の方法。
【請求項５７】
　ヒサカキ属植物がエウリア・サンドウィチエンシスである、請求項55記載の方法。
【請求項５８】
　請求項52記載の方法に従って生成される単離された生理活性画分。
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